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資産パフォーマンス
の低下

分析力欠如と
プロセスの分断

•過剰に存在する
手動プロセスや
散在する情報
•プロセスにおけ
る損失が当たり
前となっている
•分析結果を現場
へ迅速にフィー
ドバックできな
い

顧客の需要 複雑なサプライ・
チェーン

•計画外の保全にか
かる高額なコスト
•資産のダウンタイ
ムおよびコストの
正確な予測が不可
能
•限界まで負荷がか
けられる老朽化資
産

ものづくりの現場におけるさまざまなリスク要因

原料価格の
変動性

コンプライアンス
および監視

効率的な
業務

不正 作業員の
高齢化



クラス最高の企業は、収集した
データをより効果的に活用し、そ
のデータを実行可能な

インテリジェンスへと変換してい
ます。

出典: Aberdeen Group 、「Asset Management: Using Analytics to Drive Predictive 
Maintenance」、2013 年 3 月

クラス最高の企業は、成
果を強化できる、すべて
の技術要素を活用してい
ます。

CIO の 83% が、
競争力を得るため
の主な手段として、
分析を挙げている

分析を早くから導入し
ている組織は、分析の
導入を開始したばかり
の企業に比べて、3 倍
高い収益力を実現して

いる

3倍

83%

Analyticsによる経営、業務の変革



リスク回避を実現し、最適化されたビジネ
ス・プロセスを構築する

分析結果をユーザーに対して可視化し、意
思決定を支援する。(高度化・高速化) 

業務に強い影響を与える事象を様々な解析
手法の適用を通じて検出する。

ユーザーにとって意味のあるイベントや
データなどの取り扱いを可能にする。

インテリジェントな機器から発信される
データを取り込む。

センサー、メーター

予測、時系列分析

可視化、ルール化
プロセス間連携

新たなビジネス
収益サイクル

イベント処理
リアルタイム・データ統合

新たなデータ

新たな知見

事業最適化

M2Mインフラ
送電網 交通機関シティ/交通 天然資源 工場設備 自動車 船舶建機

製造ビッグデータを取り巻く背景



エネルギー／公益事業 石油／ガス製造

資産を監視、保守、最適化し、最適な
可用性、使用率、パフォーマンスを実
現
資産障害を予測し、品質向上、
サービス・メンテナンス最適化を実現

IBM アナリティクス・ソリューション

予測による資産効率最大化

IBMの新たなアナリティクス・ソリューション
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アラート/レコメンデーション
(ナレッジ蓄積・活用)

データ収集・統合機能
(構造化/非構造化/ストリーミング)

データ解析

異常

緊急時の作業指示
管理点・管理基準の制御

Sensor
Data

CDW

詳細調査/原因究明

意思決定/対策適用Sensor
Data

Sensor
Data

MES
Data

遠隔監視
センター

経営
コックピット

分析の基幹システム=IBM PMQ

基幹システム
製造工程

IBM Predictive 
Maintenance 
and Quality

5

4

1

3

2



PMQの主な適用領域

② 予知保全/保守最適化
工場プラントの製造設備の状態監視
設備の最適保守(計画保全・予防保全) 
保守パーツ・要員の最適配置・スケジューリング

① 製造品質 製造工程における品質管理
品質問題原因調査(PLC、SCADA、品質検査データ) 

③ ワランティー解析
上市後のワランティー管理
品質問題予兆管理・早期異常検知(Early Warning) 
ワランティーの妥当性検証・不正検知

④ 遠隔診断サービス
自動車テレマティクス・サービス向上
遠隔監視と故障診断(最適運用保守提案)
サービス最適化(プロアクティブなサービス提案) 



品質維持
コスト

POS

商品企画・開発 技術開発
市場調査

製造・販売 アフターセールス
CS推進

目的：コスト削減に向けた迅速な洞察

製品品質製造品質

品質問題のコスト・インパクト



PMQ導入のメリット
フィールド・オペレーターによる保守業務の効率
化に貢献
ü設備や機器の故障パターンと時期を予測し、
フィールド・オペレーターの作業フローを制御
製造ラインの稼働率向上に貢献
ü製造ラインの設備・機器に対して故障や保守が
必要となる時期を予測、ダウンタイムを最小化
ü製品の納期短縮を実現
サービス契約コスト削減に貢献
ü販売後の機器・機材に関する故障時期を予測、
障害の回復のために原因分析を行い、トラブル
に伴うサポート費用を低減



Predictive Quality:大手自動車メーカー様ではIBM PMQの分析機能を
軽金属鋳造工場で利用することで、各工程で発生するさまざまな問題を迅速
かつ正確に把握し排除することに成功しています。

欧州自動車メーカー事例 – 鋳造工程における検査工程省力化



以前の生産工程プロセス

全品チェック

冷却

再利用

次工程

不適合(失格)  

適合(合格)  

＜欠陥の種類＞
lピンホール/気泡巣
l引け巣(内引け) 
lワレ
lたまがね etc... (約30種類)

X線検査

最終検査

もっと効率化できないか？
冷却処理のコスト ＋ X線検査のコスト
＝ 年間膨大な規模のコストのムダが存在する。

鋳造工程における検査項目の省力化

＜品質に関わってくる諸条件＞
l 溶湯成分(コークス比、鋼材配合
率)
l 溶湯温度(光高温計、輻射高温計、
熱電
高温計) 

l 使用砂条件
l 鋳込温度
l 鋳型条件(鋳型硬度)
l 鋳込速度 など



生産プロセス上の判断分岐に予測分析手法を適用

X線検査プロセス
の効率化を実現

＜ポイント＞
lナレッジ・ノウハウの活用と可視化
lリアルタイムで判定し、即座に製造処理プロセスに反映

＜削減効果＞
4.5億円/年

情報の流れ モノの流れ(統計解析) 
予測モデル実装

設備稼働データ

データベース
リアルタイム
スコアリング

＜品質に関わってくる諸条件＞
l溶湯成分(コークス比、鋼材配合率)
l溶湯温度(光高温計、輻射高温計、熱電高温計) 
l使用砂条件
l鋳込温度
l鋳型条件(鋳型硬度)
l鋳込速度など

X線検査冷却

冷却 最終検査

再利用

次工程

不適合(失格)  

適合(合格) 
＜欠陥の種類＞
lピンホール/気泡巣
l引け巣(内引け) 
lワレ
lたまがね etc... (約30種類)

鋳造工程における検査項目の省力化



Predictive Quality: ダイムラーベンツ社のパワートレイン製造設備では
PMQの解析機能により品質問題を引き起こす条件や予兆を捉え、操業条件の調
整を行うことで、シリンダー・ヘッドに関する不良率を50%抑制すること
に成功しました。



米キャタピラー様 予知保全基盤構築例
取組み背景

§ 建機の稼働時間を延ばす(マ
シンダウンを最小限する)こ
とがユーザーの建機選定の
重要な材料となる

§ 自社建機台数が急増してい
るが、サポート部隊の要員
数が追いつかない

ACMの目的

§ 稼働状況分析により保守要
員・保守部品を計画的に配
置

§ 状態監視・分析により予防
保全へ転換、マシンダウン
時の復旧時間を短縮

•点検・保守推奨
•EC提案(改良等)
•操業・稼働率ﾚﾎﾟｰﾄ
•故障原因分析

建機からのデータ取得

エンドユーザー
エンジニアリング部門

分析担当者

•マシン稼働データ
•検査データ
•点検・修理履歴
•設備パラメーター

データ収集

通信

データ分析・検証
データ処理&蓄積

報告・提案

点検・保守実施課題解決

フィールド
エンジニア

http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.modelcars.com/products/large/cat55100.jpg&imgrefurl=http://www.modelcars.com/modelcar331.php&usg=__Dj-4Gn2sQTbonQdWeQ7gkHpLQsA=&h=297&w=450&sz=20&hl=en&start=7&sig2=AYDxe7eLukx4LsVy0yFkpQ&tbnid=8JUqm4BkUC8LRM:&tbnh=84&tbnw=127&prev=/images%3Fq%3Dcat%2Bgenerator%26gbv%3D2%26hl%3Den%26sa%3DG&ei=4lfSSemIBpi0NYSy5YoD
http://images.google.com/imgres?imgurl=http://www.modelcars.com/products/large/cat55100.jpg&imgrefurl=http://www.modelcars.com/modelcar331.php&usg=__Dj-4Gn2sQTbonQdWeQ7gkHpLQsA=&h=297&w=450&sz=20&hl=en&start=7&sig2=AYDxe7eLukx4LsVy0yFkpQ&tbnid=8JUqm4BkUC8LRM:&tbnh=84&tbnw=127&prev=/images%3Fq%3Dcat%2Bgenerator%26gbv%3D2%26hl%3Den%26sa%3DG&ei=4lfSSemIBpi0NYSy5YoD


製油所ビッグデータ実証事業の取組み
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プロジェクトの背景、課題:
近年、製油所、石油コンビナートにおいて設備の老朽化によ
る事故やトラブルが多発しており、石油の安定供給にも支障
をきたしている
プロジェクトの目的、狙い:
製油所内の各種データ活用による、新しい操業トラブル防止
方法を確立すること

• IBMの解析手法を用いて、製油所の事故・トラ
ブルの予兆を把握する実証プロジェクト

IBM の解析手法

Temperature

Air Quality

Humidity

Traffic
Asset
Location
Weather

Hazard

Environmental Factors

MFG Specs Usage DataAsset  Monitoring

Process 
Control 

Work Order 
History

Activity 
Logs

Asset Lifecycle 
History

•資源エネルギー庁／JPEC（石油エネルギー技
術センター）の調査事業

製油所ビッグデータ実証事業の取組み



クーリング
タワー ガス・タービン

石油タンク

オフサイト配管の外
面腐食解析

オンサ
イト配
管の内
面腐食
解析

回転機の異常解析クーリング・タワーの効率性解析

石油精製プラント （敷地内）
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製油所ビッグデータ実証事業の取組み



製油所ビッグデータ実証事業の取組み

点検・検査履歴
データ 配管劣化

予測モデル

Y = f(X1, X2, X3, …) クレンジング済み
データ

1. 生データを用いて
初期解析モデルを構築

2. 解析モデル結果から
データ・クレンジングを実施

3. 再度解析を実施

IBMチーム
（数理解析）

業務チーム
（配管保全）

ITと業務の
知見を結集

ファクター・スクリーニング

No. Consequent Antecedent Support % Confidence %
1 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 測定部位 = ﾊﾟｲﾌﾟ 19.063 80.834

2 LT CR (0.1-0.2mm/y) 測定部位 = ｴﾙﾎﾞ and 材質分類 = 炭素鋼 15.023 79.399

3 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 材質分類 = 炭素鋼 28.476 79.396

4 LT CR (0.1-0.2mm/y) 足場工事 = N and 材質分類 = 炭素鋼 12.852 78.261

5 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 測定部位 = ﾊﾟｲﾌﾟ 13.303 76.575

6 LT CR (0.1-0.2mm/y) 測定部位 = ｴﾙﾎﾞ and 外装材 = H 10.015 76.395

7 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 外装材 = H 20.202 75.532

8 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 外装材 = H 13.067 75.164

9 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 材質分類 = 炭素鋼 18.074 74.673

No. Consequent Antecedent Support % Confidence %
1 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 測定部位 = ﾊﾟｲﾌﾟ 19.063 80.834

2 LT CR (0.1-0.2mm/y) 測定部位 = ｴﾙﾎﾞ and 材質分類 = 炭素鋼 15.023 79.399

3 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 材質分類 = 炭素鋼 28.476 79.396

4 LT CR (0.1-0.2mm/y) 足場工事 = N and 材質分類 = 炭素鋼 12.852 78.261

5 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 測定部位 = ﾊﾟｲﾌﾟ 13.303 76.575

6 LT CR (0.1-0.2mm/y) 測定部位 = ｴﾙﾎﾞ and 外装材 = H 10.015 76.395

7 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 外装材 = H 20.202 75.532

8 LT CR (0.1-0.2mm/y) Sch = Sch.80 and 外装材 = H 13.067 75.164

9 LT CR (0.1-0.2mm/y) 保温保冷 = H and 材質分類 = 炭素鋼 18.074 74.673

アソシエーション・ルール
ニューラル・ネットワーク
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IBM PMQの分析対象
工程 入り口データ ⇒ 出口データ 現場への実装/精度
軽合金鋳
造

溶湯成分(コークス比鋼材配
合率)、溶湯温度(光高温計
輻射高温計、熱電高温計使
用砂条件、鋳込温度、鋳型
条件(鋳型硬度)、鋳込速度…

f(x)

欠陥種別不具合発生率
/個数

スコアリングによる試験項目お
よび検査工程制御と優先順位付
け
93-97%
[フィードフォワード型]

製鉄 予熱温度、加熱炉装入温度
、均熱時間、圧延速度、圧
延圧化率、圧延出側温度、
圧延装置電流値… f(x)

異常・不具合発生率
機械特性外れ（管理基
準の割込み）

ROOT CAUSINGによる操業条
件の変更
加熱炉装入温度、圧延速度調整
89-92%
[フィードバック型]
[フィードフォワード型]

掘削建機 先端温度、周辺温度、シー
ル齢、トルク、迎え角、エ
クステンション、油圧、時
間当たり冷却水供給量、前
回保守経過日数…

f(x)

故障発生率/回数
機械特性外れ（回転異
常、掘削速度）

事前点検保守の計画更新
95-98%
[フィードフォワード型]

品質

品質

保全
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アラート/レコメンデーション
(ナレッジ蓄積・活用)

データ収集・統合機能
(構造化/非構造化/ストリーミング)

データ解析

異常

緊急時の作業指示
管理点・管理基準の制御

Sensor
Data

CDW

詳細調査/原因究明

意思決定/対策適用Sensor
Data

Sensor
Data

MES
Data

遠隔監視
センター

経営
コックピット

分析の基幹システム=IBM PMQ（再掲）

基幹システム
製造工程

IBM Predictive 
Maintenance 
and Quality

5

4

1

3

2



構築・展開
時間の短縮

高度分析用の
品質アルゴリズム

オープン･
アーキテクチャー

ビッグデータ、予測
分析、ビジネス・
インテリジェンス

リアルタイム機能

迅速かつ的確な
意思決定

資産管理システム
インテグレーション

PDCAサイクルを実現するための機能要件



「モノ」のインターネットとは
要求・変更管理
設計部門

材
料
手
配

プ
ロセ
ス
処
理

組
立
処
理

品
質
管
理

製造部門 運用・サービス部門

設
置
作
業

運
転
・運
用

改
善
・改
修
・

保
全

廃
棄

設
計
管
理

CA
D
/コ
ー
デ
ィ

ン
グ

テ
ス
ト管
理

製造管理 保全・サービス管理
設備機器／
アセット

設計管理
システム

設備・環境状態情報
データベース

製造管理
システム

Rational Rhapsody
Rational DOORS
(要求・設計変更管理)

資産・作業・サービス管理
システム

IBM Maximo

アナリティクス・ソリューションPMQ
(Predictive Maintenance and Quality)

IBM PMQ

IB
M
 M
es
sa
ge
Si
gh
t

(M
Q
TT
メ
ッセ
ー
ジ

ゲ
ー
ト
ウ
ェイ
）

設
備
状
態
情
報

材料情報・製造レシピ 予防・故障修理、作業員情報 状態・環境情報

部門内フィードバック部門内フィードバック

部門間フィードバック
「モノ」からのフィードバック

エンジニアリングに対する
フィードバック エンドユーザーに知見を提供

部門内フィードバック

環
境
要
因
・運

転
要
因保全・部品交換・トラブル情報品質管理情報設計情報



• 〒103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
• Mobile : 080(6706)4968 
• E-mail : senya@jp.ibm.com
• HP : www.ibm.com/jp

日本アイ・ビー・エム株式会社
アナリティクス事業部
データ分析・活用戦略アドバイザリ
藤 泉也
（社）データサイエンティスト協会 理事兼調査研究委員会委員長

http://www.nikkan.co.jp/sp/ibm/
グローバルで実績を持つ予知保全ソリューション
(外部向けサイト) 

ご清聴ありがとうございました
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かなる損害が生じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本講演資料に含まれている内容は、IBMまたはそのサプライヤーやライセンス交付者からいかなる保証または表明を引きだすこと
を意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変更することを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。

本講演資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示するものではありません。本講演資料で言及
している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかなる方法においても将来の製品または機能が使用
可能になると確約することを意図したものではありません。本講演資料に含まれている内容は、参加者が開始する活動によって特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、
または暗示することを意図したものでも、またそのような結果を生むものでもありません。 パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用した測定と予測に基づいてい
ます。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォーマンスは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードな
どの考慮事項を含む、数多くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。

記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。実際の環境コストおよびパフォー
マンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。

IBM、IBM ロゴ、ibm.com、DOORS、Maximo、Rational、Rhapsody は、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtmlをご覧ください。
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